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嵯峨立小学校

鱒淵小学校

歩
み
（
主
な
も
の
）

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）

明
治
８
年
（
１
８
７
５
）

明
治
　
年
（
１
８
８
２
）

１５

明
治
　
年
（
１
８
８
３
）

１６

明
治
　
年
（
１
８
８
４
）

１７

明
治
　
年
（
１
８
８
７
）

２０

明
治
　
年
（
１
８
８
８
）

２１

大
正
５
年
（
１
９
１
６
）

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

昭
和
　
年
（
１
９
３
７
）

１２

昭
和
　
年
（
１
９
４
１
）

１６

昭
和
　
年
（
１
９
４
４
）

１９

昭
和
　
年
（
１
９
４
７
）

２２

昭
和
　
年
（
１
９
５
０
）

２５

昭
和
　
年
（
１
９
５
２
）

２７

昭
和
　
年
（
１
９
５
４
）

２９

昭
和
　
年
（
１
９
５
５
）

３０

昭
和
　
年
（
１
９
５
８
）

３３

昭
和
　
年
（
１
９
６
０
）

３５

昭
和
　
年
（
１
９
６
１
）

３６

昭
和
　
年
（
１
９
６
４
）

３９

昭
和
　
年
（
１
９
６
７
）

４２

昭
和
　
年
（
１
９
６
８
）

４３

昭
和
　
年
（
１
９
７
０
）

４５

昭
和
　
年
（
１
９
７
３
）

４８

昭
和
　
年
（
１
９
８
３
）

５８

昭
和
　
年
（
１
９
８
４
）

５９

昭
和
　
年
（
１
９
８
７
）

６２

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

平
成
　
年
（
２
０
０
１
）

１３

平
成
　
年
（
２
０
０
３
）

１５

平
成
　
年
（
２
０
０
４
）

１６

平
成
　
年
（
２
０
０
５
）

１７

平
成
　
年
（
２
０
０
６
）

１８

平
成
　
年
（
２
０
０
８
）

２０

普
慶
院
内
に
創
立

大
清
水
に
校
舎
新
築

公
立
日
新
小
学
校
と
称
す

中
田
町
立
上
沼
小
学
校
の
支
校
と
な

る嵯
峨
立
初
等
小
学
校
と
称
す

西
郡
尋
常
小
学
校
嵯
峨
立
分
教
場
と

な
る

新
校
舎
落
成
・
開
校
式
挙
行

回
旋
塔
建
設

児
童
文
庫
戸
棚
設
置

新
校
舎
落
成
式

体
操
公
開
授
業

養
兎
飼
育
実
施

錦
織
国
民
学
校
嵯
峨
立
分
教
場
と
な

る疎
開
児
童
２
名
入
学

錦
織
小
学
校
嵯
峨
立
分
校
と
な
る

単
式
学
級
と
な
る

モ
デ
ル
分
校
研
究
公
開

嵯
峨
立
小
独
立
記
念
式
典
挙
行

給
食
室
完
成
。
校
歌
発
表
会

校
旗
樹
立
式
挙
行

み
そ
汁
給
食
開
始

へ
き
地
１
級
指
定

学
区
内
集
団
赤
痢
発
生

全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
分
科
会

会
場

完
全
給
食
開
始

プ
ー
ル
落
成
・
祝
賀
会

創
立
百
周
年
記
念
事
業
で
標
柱
を
普

慶
院
に
建
立

文
部
省
指
定
へ
き
地
教
育
公
開
研
究

会ソ
ニ
ー
理
科
教
育
研
究
論
文
優
良
校

受
賞

東
北
博
覧
会
へ
子
ど
も
神
楽
出
演

新
校
舎
落
成
祝
賀
会
。
新
プ
ー
ル
引

き
渡
し

生
徒
指
導
推
進
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

県
教
育
委
員
会
よ
り
指
定

体
育
館
落
成

N
I
E
研
究
協
力
実
践
校

独
立
開
校
　
周
年
記
念
式
典

５０

市
町
村
合
併
に
よ
り
登
米
市
立
嵯
峨

立
小
学
校
と
校
名
変
更

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
サ
ン
ト
リ
ー
学
校
賞

閉
校
記
念
式
典
挙
行

歩
み
（
主
な
も
の
）

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

明
治
８
年
（
１
８
７
５
）

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）

明
治
　
年
（
１
８
７
９
）

１２

明
治
　
年
（
１
８
８
５
）

１８

明
治
　
年
（
１
８
８
９
）

２２

明
治
　
年
（
１
８
９
６
）

２９

明
治
　
年
（
１
８
９
８
）

３１

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

昭
和
　
年
（
１
９
３
９
）

１４

昭
和
　
年
（
１
９
４
１
）

１６

昭
和
　
年
（
１
９
４
４
）

１９

昭
和
　
年
（
１
９
４
５
）

２０

昭
和
　
年
（
１
９
４
７
）

２２

昭
和
　
年
（
１
９
５
０
）

２５

昭
和
　
年
（
１
９
５
２
）

２７

昭
和
　
年
（
１
９
５
３
）

２８

昭
和
　
年
（
１
９
５
４
）

２９

昭
和
　
年
（
１
９
５
６
）

３１

昭
和
　
年
（
１
９
５
７
）

３２

昭
和
　
年
（
１
９
６
０
）

３５

昭
和
　
年
（
１
９
６
４
）

３９

昭
和
　
年
（
１
９
６
８
）

４３

昭
和
　
年
（
１
９
７
１
）

４６

昭
和
　
年
（
１
９
８
６
）

６１

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

平
成
６
年
（
１
９
９
４
）

平
成
　
年
（
２
０
０
３
）

１５

平
成
　
年
（
２
０
０
５
）

１７

平
成
　
年
（
２
０
０
８
）

２０

西
郡
、
嵯
峨
立
、
狼
河
原
、
鱒
淵
の

４
カ
村
連
合
小
学
校
を
狼
河
原
村
大

慈
寺
に
開
設

上
臺
、
屋
敷
の
両
所
に
小
学
校
を
設

立上
臺
小
学
校
を
竹
峯
山
華
足
寺
に
移

転
。
鱒
淵
小
学
校
と
校
名
変
更

屋
敷
小
学
校
を
廃
止
し
鱒
淵
小
学
校

に
合
併
。
鱒
淵
小
学
校
を
改
め
改
明

小
学
校
と
称
す

改
明
小
学
校
を
改
め
鱒
淵
小
学
校
と

称
す

新
築
校
舎
起
工

狼
河
原
小
学
校
の
分
教
場
と
な
る

分
立
し
て
鱒
淵
尋
常
小
学
校
と
な
る

寺
内
囲
い
（
現
在
地
）
に
校
舎
を
新

築
移
転

鱒
淵
実
業
補
習
学
校
併
置

新
校
舎
３
教
室
と
便
所
を
増
築
。
手

工
科
加
設
の
認
可
を
受
け
る

１
学
級
増
加
し
６
学
級
と
な
り
単
式

の
学
級
と
な
る

鱒
淵
小
学
校
保
護
者
会
創
立
総
会
。

鱒
淵
少
年
消
防
団
発
団
式

校
旗
樹
立

国
民
学
校
令
に
よ
り
鱒
淵
国
民
学
校

と
改
称

鱒
淵
国
民
学
校
後
援
婦
人
会
結
成

新
た
に
高
等
科
を
設
置

米
川
村
父
母
教
師
の
会
結
成
。
国
民

学
校
の
名
称
を
廃
し
米
川
村
立
鱒
淵

小
学
校
と
な
る
。
学
制
改
革
に
よ
り

６
・
３
制
発
足

文
部
省
指
定
社
会
学
級
開
講
式

米
川
中
学
校
鱒
淵
分
教
室
生
徒
が
中

学
校
新
校
舎
に
移
転

ミ
ル
ク
給
食
、
味
噌
汁
給
食
実
施
。

児
童
図
書
館
開
館
式
。
開
校
　
周
年

８０

記
念
式
挙
行

馬
の
足
分
校
開
講
式
。
全
校
児
童
に

完
全
給
食
実
施
。
１
学
級
増
加
し
７

学
級
と
な
る

日
高
村
が
誕
生
。
校
章
制
定

米
谷
町
と
日
高
村
の
合
併
に
よ
り
東

和
町
と
な
る

校
歌
制
定
、
校
旗
・
校
歌
額
寄
贈

分
校
開
設
　
周
年
記
念
祝
賀
式
挙
行

１０

馬
の
足
分
校
が
本
校
と
統
合

プ
ー
ル
建
設
落
成

勤
労
生
産
学
習
研
究
推
進
校
と
し
て

文
部
省
よ
り
指
定
。
体
育
館
落
成

ホ
タ
ル
愛
護
少
年
団
日
本
善
行
会
よ

り
表
彰

新
校
舎
完
成

創
立
１
３
０
周
年
記
念
講
話
。
日
本

環
境
学
会
東
北
支
部
よ
り
水
す
ま
し

賞
受
賞

市
町
村
合
併
に
よ
り
登
米
市
立
鱒
淵

小
学
校
と
校
名
変
更

閉
校
記
念
式
典
挙
行

木造校舎お別れ会

第１回卒業生（昭和２９年度）

北上川での水泳が禁止され米谷小
プールでの水泳学習（昭和４４年）

６年生から下学年への神楽伝承（昭和６３年）

秋
季
大
運
動
会

（
昭
和
　
年
）

４９

馬の足分校校舎

馬の足分校全校児童

ふくろ川にて

親
子
旅
行

明治期の校舎（明治３１年落成）

ホ
タ
ル
放
流

元校舎の航空写真（昭和３１年）
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鈴木　 芳  明 さん
よし あき

（新田第一小・迫町大形）

■校舎使用停止を乗り越え学校生活を送った児童にたくましさ

　
新
田
第
一
小
の
　
余
年
の
幕
が

５０

落
ろ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
く

の
人
が
寂
し
い
思
い
を
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
急
速

に
変
化
す
る
社
会
で
少
子
化
な
ど

に
よ
る
児
童
数
の
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
市
が
行
っ
た
耐
震
度
検
査
結
果

に
よ
り
、
校
舎
の
一
部
と
体
育
館

の
使
用
が
停
止
。
２
年
間
の
新
田

中
、
新
田
公
民
館
、
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
で
の
学
校
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
た

ち
は
戸
惑
う
こ
と
な
く
元
気
に
学

校
生
活
を
送
り
、
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
順
応
性
に
は
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
き
っ
と
、
新

し
い
「
新
田
小
学
校
」
で
も
元
気

に
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
新
田
第
一
小
は
閉
校
し
ま
す
が
、

地
域
に
存
在
し
た
母
校
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
『
い
ち
い
』
と
、
学

校
か
ら
見
た
『
栗
駒
山
と
伊
豆
沼
』

は
、
皆
さ
ん
の
忘
れ
ら
れ
な
い
記

憶
と
し
て
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

鎌田　 和  彦 さん
かず ひこ

（新田第二小・迫町大浦）

■閉校により教職員、地域住民の方々の思いをあらためて実感

　
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

た
く
さ
ん
の
輝
か
し
い
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
歴
史
あ
る
素
晴
ら
し
い

学
校
と
な
っ
た
新
田
第
二
小
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
校
長
・
教
頭
先
生

は
じ
め
、
教
職
員
皆
さ
ん
の
ご
指

導
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
市
が
行
っ
た
耐
震
度
検
査
で
、

西
側
校
舎
に
強
度
不
足
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
平
成
　
年
度
か
ら

１８

１
～
４
年
生
が
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で

の
授
業
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に

は
不
便
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
問
題
を
早
期
に
解
決
す

る
た
め
に
は
統
合
は
苦
渋
の
選
択
。

統
合
準
備
を
P
T
A
会
員
は
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
閉
校
事
業
を
進
め
る
中
で
、
わ

た
し
た
ち
は
学
校
の
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
教
職
員
や
地
域
住

民
の
方
々
の
学
校
へ
の
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
月

か
ら
新
・
新
田
小
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

岩渕　 善  郎 さん
よし ろう

（嵯峨立小・東和町錦織第５区）

■学校統合によって自分たちが住んでいる地域を考える機会に

　
市
の
学
校
統
合
構
想
に
よ
り
進

め
ら
れ
た
統
合
は
、
嵯
峨
立
地
域

に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
あ
ら

た
め
て
地
域
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
や

財
政
難
な
ど
の
理
由
で
、
学
校
が

あ
っ
て
当
た
り
前
の
時
代
か
ら
当

た
り
前
で
な
く
な
っ
た
時
代
に
突

入
し
た
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
の
中

で
地
域
や
学
校
、
家
庭
の
存
在
は

心
身
共
に
健
全
に
育
っ
て
い
く
た

め
に
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
そ
れ

が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う

か
疑
問
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
に

対
す
る
し
つ
け
な
ど
親
が
で
き
る

こ
と
を
学
校
や
地
域
任
せ
に
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
な
ど
、
こ
の
統

合
に
よ
っ
て
親
と
し
て
自
分
自
身

を
確
認
す
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
の
成
長
も
一
人
一
人
が
責

任
を
持
っ
て
行
動
し
、
語
り
合
う

こ
と
が
な
け
れ
ば
明
る
い
将
来
は

見
え
て
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

佐藤　 正  行 さん
まさ ゆき

（鱒淵小・東和町米川第１０区）

■子どもたちのために今後もPTAの会員同士で連携・協力を

　
鱒
淵
小
の
P
T
A
で
は
、
小
さ

い
学
校
な
ら
で
は
の
利
点
を
生
か

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
源
氏
ボ
タ
ル
の
里
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、「
ホ
タ
ル
愛

護
少
年
団
」
を
結
成
。
ホ
タ
ル
を

採
卵
・
ふ
化
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち

が
毎
日
観
察
・
飼
育
し
て
幼
虫
の

放
流
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
栽
培
か

ら
収
穫
ま
で
行
い
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
交
流
す
る
「
収
穫
祭
」
な
ど

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
緑
に
包
ま
れ
た
 学
 

ま
な
び

 舎
 は
長
い
年

や

月
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
く
れ
て
、
地
域
に
こ
の

上
な
い
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
閉
校
と
な
る
の
は
寂
し
い
で

す
が
、
新
し
い
学
校
で
も
P
T
A

会
員
同
士
で
連
携
・
協
力
し
合
い
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
閉
校
は
し
ま
す
が
、
一

人
一
人
の
心
の
中
に
「
鱒
淵
小
を

永
遠
に
」
と
願
い
ま
す
。

長い歴史と伝統に支えられて
　　　新田第一小・新田第二小・嵯峨立小・
　　　鱒淵小の校舎にお別れ

特集


